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横浜市基本構想（長期ビジョン） 

２ 横浜みどりアップ計画と市民推進会議 

(1) 横浜みどりアップ計画 

ア 位置付け 

横浜市は、大都市でありながら、市民生活の身近な場所にまとまった規模の樹林地

や農地などがあり、また、起伏に富んだ地形から、変化に富んだ水や緑の環境を有して

います。この緑の環境を生かし、次世代へ引き継いでいくため、市は2025年度を目標年

次とした「横浜市水と緑の基本計画」を2006年に策定し、計画に基づき長期的な視点か

ら「横浜らしい水・緑環境の実現」に向けた取組を展開しています。 

１期目となる「横浜みどりアップ計画（新規・拡充施策）」は、2008年度までの取組を強

化・充実するため2009年度から2013年度までの５か年の事業計画として策定されました。

また、「横浜みどり税」は、取組を進めるための重要な財源として2009年度から導入され

ました。 

緑の保全や創造は長い時間をかけて継続的に取り組むことが重要であることから、２

期目となる「横浜みどりアップ計画（計画期間：平成26-30 年度）」が策定されました。 

さらに、２期目の取組の成果や課題、市民意見募集結果などを踏まえ、３期目となる

「横浜みどりアップ計画［2019-2023］」が策定されました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図】横浜みどりアップ計画［2019-2023］の位置付け 

横浜市中期4か年計画 

（2018～2021年度） 

横浜市中期4か年計画 

（2014～2017年度） 

横浜市中期4か年計画 

（2010～2013年度） 

横浜市水と緑の基本計画（計画期間：2006～2025 年度） 
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具体化 

１期目 ２期目 ３期目 



- 3 - 
 

イ 横浜みどりアップ計画［2019-2023］の構成 

2019年度より、３期目の「横浜みどりアップ計画」に基づき、「みんなで育む みどり豊

かな美しい街 横浜」を理念とし、５か年の目標を設定しました。目標の実現に向け、横

浜みどりアップ計画では、「市民とともに次世代につなぐ森を育む」「市民が身近に農を感

じる場をつくる」「市民が実感できる緑や花をつくる」を３つの柱とした取組と効果的な広

報を推進しています。 

 
計画の理念  みんなで育む みどり豊かな美しい街 横浜 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

５か年の目標 

１ 緑の減少に歯止めをかけ、総量の維持を目指します 

緑地保全制度による指定が進むことで樹林地の担保量が増加、水田の保全面積を

維持、市街地で緑を創出する取組が進展 など 

２ 地域特性に応じた緑の保全・創出・維持管理の充実により緑の質を高めます 

森の保全管理など緑の多様な機能や役割を発揮する取組の進展、緑や花の創出に

より街の魅力・賑わいが向上 など 

３ 市民と緑との関わりを増やし、緑とともにある豊かな暮らしを実現します 

森に関わるイベントや農作物の収穫体験、地域の緑化活動など、市民や事業者が

緑に関わる機会が増加 など 

効果的な広報の展開 

計画の柱 ２ 

市民が身近に農を 

感じる場をつくる 

良好な景観形成や生

物多様性の保全など、農

地が持つ環境面での機

能や役割に着目した取

組、地産地消や農体験

の場の創出など、市民と

農の関わりを深める取組

を展開します。 

計画の柱 1  

市民とともに次世代に

つなぐ森を育む 

森（樹林地）の多様な

機能や役割に配慮しなが

ら、緑のネットワークの核

となるまとまりのある森を

重点的に保全するととも

に、保全した森を市民・

事業者とともに育み、次

世代に継承します。 

計画の柱 ３ 

市民が実感できる 

緑や花をつくる 

街の魅力を高め、賑わ

いづくりにつながる緑や

花、街路樹などの緑の創

出に、緑のネットワーク

形成も念頭において取り

組みます。また、地域で

緑を創出・継承する市民

や事業者の取組を支援

します。 
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(2) 横浜みどりアップ計画市民推進会議 

横浜みどりアップ計画市民推進会議は、市民参加の組織により、横浜みどりアップ計画

の評価及び意見・提案、市民への情報提供等を行うことを目的として、2009年に設置され、

2012年からは条例設置の附属機関に位置付けられました。これまでに全体会議や施策別

専門部会の開催に加え、参加市民を公募したオープンフォーラムや現地調査を実施し、市

民意見の聴取にも努め、計画の評価・提案を行ってきました。 

横浜みどりアップ計画を推進するうえで、市民推進会議の取組は大きな役割を果たして

おり、３期目の横浜みどりアップ計画についても継続して活動することとなりました。 

2019年度からは新たな委員も含め、学識経験者や関係団体、町内会・自治会代表、公

募市民の計16名で活動しています。（○頁に委員名簿を掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市附属機関設置条例第２条第２項本文： 

附属機関(※)の担任する事務は、別表担任事務の欄に掲げるとおりとする。 

別表（抜粋） 

執 行 機 関  附 属 機 関  担 任 事 務  委 員 の定 数  

（中   略 ） 

市 長  横 浜 み ど り ア

ップ計 画 市 民

推 進 会 議  

横浜市域の樹林地及び農地の保全並びに

緑化の推進を図ることを目的とする横浜み

どりアップ計画に係る施策及び事業につい

ての情報提供、評価等に関する事務 

20人 以 内  

（以 下 省 略 ） 

※附属機関とは、法律又は条例に基づき設置する機関で、市長等の執行機関の要請によ

り、行政執行のために必要な審査、審議、調査等を行うことを職務とする機関。 

横浜みどりアップ計画市民推進会議 

学識経験者、関係団体、公募市民等の計 16 名 

 

横

浜

市 
 

市

民   

情報提供 

・市民推進会議報告書 

・広報誌「Yokohama みどり

アップ Action」 等 

横浜みどりアップ計画に 

対する評価及び意見・提案 

全体会議 

「
森
を
育
む
」
施
策
を
検
討
す
る
部
会 

「
農
を
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じ
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」
施
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を
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部
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広
報
・
見
え
る
化
部
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調
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部
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施策別専門部会 
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３ 市民推進会議の活動実績 

(1)活動の概要 

市民推進会議の主な活動は、「横浜みどりアップ計画に対する評価及び意見・提案」と

「市民への情報提供」の２つです。 

 

ア 横浜みどりアップ計画に対する評価及び意見・提案 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年６月  2022 年９月  

全体会議 

 

⇒ 

施策別専門部会 

 

⇒ 

・横浜みどりアップ計画[2019-2023]の施

策・事業を把握し、活動内容を検討 

・報告書の骨子を検討 

計画の柱ごとに事業内容を把

握し、意見交換を行う 

2022 年 10 月  2022 年 10 月  2022 年 12 月 

調査部会  全体会議  

2021 年度 

報告書の 

発行 

施策の内容について現地で調

査を行い、現状を把握、検証 

 

⇒ 

報告書の総まとめ  

⇒ 

2023 年２月  2023 年○月  

全体会議 

 

⇒ 

施策別専門部会 

 

⇒ 

・横浜みどりアップ計画[2019-2023]の施

策・事業を把握し、活動内容を検討 

・報告書の骨子を検討 

計画の柱ごとに事業内容を把

握し、意見交換を行う 

2023 年○月  2023 年○月 

全体会議  

2022 年度 

報告書の 

発行 

報告書の総まとめ  

⇒ 

【2021 年度報告書】 

【2022 年度報告書】 
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イ 市民への情報提供 

          

2022 年８月・９月・11 月・2023 年〇月   

広報・見える化部会 

⇒ 
・Yokohama みどりアップ Action 

の発行 
・広報誌「Yokohama みどりアップ Action」の

取材、記事作成、編集 

 

2022年度は引き続き新型コロナウイルス感染症防止対策として、WEBを併用したリ

モート会議の開催や飛沫感染防止のマスク着用、手指消毒の徹底をしながら活動に

取り組みました。 

 

(2) 活動の詳細内容 

ア 市民推進会議（全体会議） 

市民推進会議の全体会議において、部会の構成や調査の実施など年間の活動内

容を確認し、横浜みどりアップ計画の内容、進捗状況について説明を受けて、質疑応

答、意見交換を行いました。 

 

(ｱ) 第 36 回市民推進会議（2022 年６月 15 日） 

・横浜みどりアップ計画３か年の進捗状況について 

・市民推進会議 2021 年度報告書骨子案について 

  

(ｲ) 第 37 回市民推進会議（2022 年 10 月 28 日） 

・横浜みどりアップ計画３か年の事業実績にいて 

・市民推進会議 2021 年度報告書（案）について 

・市民推進会議 2023 年度の取組について 

 

(ｳ) 第 38 回市民推進会議（2023 年２月３日） 

・横浜みどりアップ計画４か年の進捗状況について 

・市民推進会議 2022 年度報告書骨子案について 

・これからの緑の取組［2024-2028］（素案）について 

 

(ｴ) 第 39 回市民推進会議（2023 年○月○日） 

・横浜みどりアップ計画４か年の事業実績にいて 

・市民推進会議 2022 年度報告書（案）について 
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イ 施策別専門部会 

計画の柱ごとに施策別専門部会を設置し、事業分野ごとに詳細に説明を受け、

意見交換を行いました。 

※2014 年度からは「広報部会」、「見える化部会」を合わせ、「広報・見える化部会」

を設置しているため、「効果的な広報の展開」事業に対する評価・提案について

は、「広報・見える化部会」にて実施しています。 

 

(ｱ) 第15回「森を育む」施策を検討する部会（2022年９月６日） 

・「森を育む」施策の評価・提案について 

 

(ｲ) 第15回「農を感じる」施策を検討する部会（2022年９月15日） 

・「農を感じる」施策の評価・提案について 

 

(ｳ) 第15回「緑をつくる」施策を検討する部会（2022年９月６日） 

・「緑をつくる」施策の評価・提案について 

 

(ｴ) 第16回「森を育む」施策を検討する部会（2023年○月○日） 

・「森を育む」施策の評価・提案について 

 

(ｵ) 第16回「農を感じる」施策を検討する部会（2023年○月○日） 

・「農を感じる」施策の評価・提案について 

 

(ｶ) 第16回「緑をつくる」施策を検討する部会（2023年○月○日） 

・「緑をつくる」施策の評価・提案について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「森を育む」施策を検討する部会 「農を感じる」施策を検討する部会 「緑をつくる」施策を検討する部会 
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ウ 広報・見える化部会 

2014年度からは「広報部会」、「見える化部会」を合わせ、「広報・見える化部会」を

設置しているため、施策別専門部会として横浜みどりアップ計画の広報について評

価・提案を行うとともに、横浜みどりアップ計画や横浜みどり税についての情報提供の

あり方の検討や広報誌の編集を行っています。 

広報誌「YokohamaみどりアップAction」では、横浜みどりアップ計画の取組が進んで

いる現場を取材した上で、緑の魅力をいかに伝え、「行ってみよう」「見つけてみよう」と

思えるような内容とするために毎号議論を重ね、市民目線の現場レポートを作り上げ

ています。2022年度は第７・８号を発行しました。駅及び主要な公共施設のＰＲボック

スや、各区役所・土木事務所・公園緑地事務所等の公共施設で配布するとともに、市

のホームページでも公開しています。 

 

(ｱ) みどりアップ Action 第７号取材（2022 年７月５日） 

・テーマ：市民農業大学講座 

（保土ケ谷区環境活動支援センター） 

 

(ｲ) 第50回広報・見える化部会（2022年８月12日） 

・Yokohama みどりアップAction７号原稿案について 

・Yokohama みどりアップAction８号記事内容について 

 

(ｳ) 第51回広報・見える化部会（2022年９月21日） 

・広報事業の評価・提案について 

 

(ｴ) みどりアップ Action 第８号取材（2022 年９月 13 日、10 月 10 日） 

・テーマ：森づくりボランティア入門講座 

（緑区にいはる里山交流センター／新治市民の森） 

 

(ｵ) 第 52 回広報・見える化部会（2022 年 11 月 25 日） 

・ Yokohama みどりアップ Action８号原稿案について 

・ 2023 年度 Yokohama みどりアップ Action について 

 

(ｶ) 第53回広報・見える化部会（2023年○月○日） 

・広報事業の評価・提案について 

  

広報・見える化部会 Action 第７号取材の様子 
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2022 年度に発行した「Yokohama みどりアップ Action」 

 

  

○ YokohamaみどりアップAction 第７号 

《発 行 月》 2022年10月 

《発行部数》 18,500部 

《テ ー マ》 市民農業大学講座 

（保土ケ谷区環境活動支援センター） 

 

 

 

 

 

○ YokohamaみどりアップAction 第８号 

《発 行 月》 2023年２月 

《発行部数》 18,500部 

《テ ー マ》 森づくりボランティア入門講座 

       （緑区にいはる里山交流センター／新治市民の森）  

 

 

 

 

 

遊ぶだけが公園じゃない！野菜づくりをはじめませんか？ 

農園付公園の一つである「岡津町ふれあい公園」。大人から子

どもまで楽しめる野菜づくりを通じた地域交流を紹介してい

ます。お近くの農園付公園を探してみてはいかがでしょうか。 

○○○○ 

○○○○・・・・・ 
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エ 調査部会（現地調査） 

＜第22回調査部会＞ 

日 時  2022年10月21日（金） 午後１時10分～午後４時45分 

参 加 者  委員８名 

調査場所  フローラルつなしま運営委員会（港北区） 

環状２号線 新横浜駅周辺（港北区） 

今井・境木市民の森（保土ケ谷区） 

本宿農園（旭区） 

 

(ｱ)  市民と連携した緑のまちづくりに取組む現場を調査（フローラルつなしま運営委員会） 

港北区綱島西で市民との協働により緑化を進めている現場を見学しま

した。取組を進めたフローラルつなしま運営委員会の方々から、緑化計

画や活動の概要、まちの歴史などについて説明を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜委員の感想や主な意見＞ 

○綱島地域のガーデニングは綱島地区センターが起点になり、点から線、線から面へと緑

化ゾーンが着実に拡大したとのこと。緑化された花壇やプランターには、みどりアップ計画

のロゴプレートが設置されているものもありました。 

○綱島消防出張所の緑化地では、屋根からの雨水を溜める雨水貯留タンクが設置され、近

辺の緑化活動にも利用されています。また、この地域の土壌は、粘土質の層が多いとのこ

とでした。雨水の土壌浸透を促すため、竹の節を抜いて筒状にしたものを植栽した土壌の

粘土層の下まで穴を開けて通し、雨が浸透する工夫をしていました。竹の利用は、素晴ら

しいアイデアだと思います。これらグリーンインフラの活用を含む地域緑化は SDGｓとの親

和性が高いまちづくりだと感心しました。 

○地区センターや綱島地区センターガーデニングクラブの方などの参画者がしっかり確保で

きており、組織面が非常に優れていると思います。 

○プランターを商店前に設置し、数を多く増やせていることに加え、その管理をそれぞれ設

置された場所の方が担当している点は、この取組が面的に拡大するために重要なポイン

トだと思います。 

育苗場所の視察 まちのシンボルとなっている「ピーチ花壇」 
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○個々に活動していたグループを一つにまとめ、地域全体を引っ張って行った委員長が素

晴らしいです。10 回を数えるオープンガーデンを行っている下地があったからでしょうか。

花好きの上に行動力も素晴らしいです。 

○綱島地区地域緑化活動のすばらしさに感心しました。各種団体の活動、オープンガーデン

を通しての市民との関わり、対話等が非常に良いことだと思いました。運営委員の皆様の

御苦労により、市民に喜ばれる地域の花と緑のまちづくり事業をこれからも推進される事

を希望します。 

○地元の方の熱意がすばらしい。消防署の協力が得られたのは大ヒットです。ぜひ、次世代

に引き継がれていってほしいです。 

○市民の活動をつくり出すことができる「地域緑のまちづくり事業」はよい取組だと思う。 

○地域の自治会と商店会、また、消防署等との連携が良く、それぞれの拠点での植栽のつく

り方に個性が出ていました。 

○歴史的な背景も取り入れて、これまで住まわれていた方に加え、新たに住民となる人とも

みどりを介在してコミュニケーションが取れることが期待できると思われました。 

○綱島の商店街周辺に、これほどに細かく緑が施されているのを見て、素敵だと感じました。 

○地域住民の方のボランティアによる維持管理ということですが、綱島地区の緑化に関心を

持っている住民がこれほどに多いことに感心しました。皆さんの“緑のある明るいまちづく

り”に対する意識の高さを感じます。消防署に配置されている、ポンプを模した形の貯水タ

ンクなど、防災を視野に入れた工夫もよいと感じました。 

○水害の歴史を教訓となってまちづくりにいかされていると思います。 

○消防署とタイアップした雨水の活用設備の設置、商店街の花壇の設置推進ほか、いくつ

かの取組を見学、研修させていただきました。 

○他の地域でも参考になる取組事例が多々あると思い非常に参考になりました。また、その

地域の歴史に関係した取組の考えにも触れ大変参考になりました。 

 

(ｲ)  街路樹による良好な景観の創出・育成現場を調査 

（街路樹の良好な維持管理 環状２号線 新横浜駅周辺） 

環状２号線の新横浜駅周辺の街路樹が良好に維持管理されている様子を

車窓から見学し、事業説明を受けました。 

＜委員の感想や主な意見＞ 

○バスの窓から見る環状２号線は、多様な街路樹が並び、枝

のバランスもよく表情豊かな道路だなと感じました。目安と

して３年に１度は、剪定作業を行い、剪定結果は記録し持

続的な維持管理に利用しているとの話を聞き納得しまし

た。 

○街路樹の剪定に対して、自然樹形を目指しつつ、道路の妨

げにならないように工夫されているという説明は興味深か

ったです。 

整備された街路樹 



- 12 - 
 

○イチョウ、ユリノキは太く、大きくなるので、ゆったりした歩道でなければむり、近年はヤマ

ボウシ、ハナミズキ、サルスベリ、クロガネモチ等、高さを抑え、あまり太くならず、根も張ら

ない樹木が植えられているが、横に根が張り、剪定が難しいのではないでしょうか。わき

芽もよく出るし、こまめに気を付ける必要があります。 

○新横浜周辺の各種高木の街路樹が良く管理されていて、まちの緑としてなくてはならない

と思いました。 

○環状２号線の高中木、低木も良く管理されていて、道路の景観が良かったです。 

○交通量の多い中での作業であり、業者の方も御苦労があると感じました。 

○いきいき街路樹事業によって、良好な剪定がされている道路はきれいです。新横浜通りは

片倉町入口まで延ばしてほしい。片倉町駅に向かう道の街路樹は手入れされていない状

態で、毎日乗降して目にするたびにがっかりします。多分、市民はいきいき街路樹事業を

知らないので、どうすれば美しい街並みになるかわからないのだと思います。このような事

業があることをアピールして、市民から応募ができるとよいと思いました。 

○自然樹形に配慮しての剪定箇所は、これまでの強剪定と歴然とした景観に差が出来てい

ました。 

○次回の剪定の為の資料、剪定技術の養成等継続していただきたいと思います。 

○これにより、従来の剪定にも好影響を及ぼしているおはなしもうかがいましたが、みどり税

での剪定技術がアップし、通常化し、どの剪定場所も良い景観となることを期待していま

す。 

○見学した時にみたのはケヤキやユリノキ、プラタナスだったかと思いますが、交通路として

見通しが良いようにきちんと整備されていて、過去の写真と見比べるとすっきりして良いで

す。 

○街路樹を広範囲に渡って維持管理するのは、古くなると倒木の危険もありなかなか目の

行き届かない場所もありたいへんな仕事だと思います。 

○特にビルが建ち並ぶまちなかの緑の確保は非常に難しいと考えます。ビル街での緑や花

の確保や育成は、現代社会に於いて非常に困難な場所だと思いますが、街路樹の姿勢

の取り方などを考えた取組は非常に良い方法と思いました。技術や生活の概念、社会的

な生活空間の世界的考えの推移・変化がありますが、緑や花の精神的作用の影響を考え

るとき、ビル街、繁華街、官庁街などの中心的社会的空間に緑や花の空間をいかに増や

していくか、横浜市が世界に誇れる都市になるためには、最も重要な要因の一つであると

考えます。 
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(ｳ) 森の多様な機能に着目した森づくりの現場を調査（今井・境木市民の森） 

保土ケ谷区南部に位置する今井・境木市民の森を視察しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜委員の感想や主な意見＞ 

○今井町と境木町にかかる丘陵地のこの市民の森は、市民が憩える広場もあり、

見晴台からは富士山もみえました。オープン間もないこの森は、近隣の自治会

町内会の協力を得て愛護会が設立されたとのこと。良好な環境が維持されてい

くことでしょう。 

○公園と隣接しているため、一体的な空間が形成されていて市民にとってはグリー

ンスペースが広く存在していて良好な場になっていると思います。一方で、利用

者目線からは両者の相違はやや困惑しないかと不安もあります。 

○道路一本を挟んで、公園と市民の森で管理が異なり利用時間や条件も異なると

いうのも市民にとってはやや難しいですね。 

○ふわふわにチップを敷き詰め、歩きやすい散歩道です。数年後に野草が茂って

くると落ち着いた見晴らし台になるのではないでしょうか。楽しみです。 

○景色を見ながら、登山をしている様な市民の森でした。高台からの眺めも良く、

森に訪れた市民の皆様も喜ばれる事と思いました。 

○愛護会の皆様も組織的に活動されているとの事、喜ばしいと思いました。 

○インターチェンジ下に緑が残ってよかった。公園とセットになることで、使いやす

いと思う。 

○これから市民、とくに子どもたちに親しまれる催しなどが行われるとよい。 

○新規にできた市民の森で、公園との隣接が特徴でしたが、それぞれの法律での

維持管理に差があるということでした。 

○この森では、公園のトイレを利用できる点では良かったと思います。 

○市民の森はトイレがあるところが少ないのは法規制からかと思いますが、市民

の利用、管理維持者の活動を推進するためにも設置が望まれます。 

○今年の４月にできたあたらしい市民の森ということですが、これから市民の方々

の憩いの場となっていくことでしょう。愛護会や自治会などでイベントなどを行う

など、積極的にこの場所を活用していければ、利用者も増えてよいと思います。 

 

今井・境木市民の森 概要、維持管理方法の説明 
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○展望広場は富士山が見えてとてもよいのですが、ゴルフ打ちっ放しのネットが景

観を邪魔して少し残念です。 

○非常に良い場所で又整備されていたと考えます。管理・運営は良いように思いま

すが、市民への周知・ＰＲをもっと工夫して頂き、市民の利用度を高めて行けた

らと思いました。 

 

(ｴ) 園児・児童が農家に指導を受けながら農体験する取組（本宿農園） 

旭区若葉台環境学習農園の現場を見学しました。隣接する幼稚園の園長

であり農家の方から、普段活動されている農園で説明を受けたほか、写真

を交えて活動内容について説明を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜委員の感想や主な意見＞ 

○園長先生の話では、「園児の様子を見ると収穫体験のみよりは、種まきから収穫まで体

験できると喜びも増す。収穫された野菜は園児宅に持ち帰り食べてもらっている。自然と

食育につながる。」とのことでした。この取組は、学習効果も大きいことが分かります。幼

稚園のとなりが農園と恵まれた環境ですが、園長先生と職員の熱意、連作の回避や追

肥など農家さんのサポートで良好な環境学習農園が実現できていることが分かりました。 

○よく整備されている農園だと感心しました。幼稚園からの距離が近いので、日常的に子

どもたちが農作業に関わることができるものと思います。「食育」とは少し異なる「農育」

の姿を見せていただいたように思います。 

○園児 80 名、３歳から５歳と言う何にでも興味を持ち、野菜に触り、やってみたい子ども達

の安全に気をつけながらいろいろ経験をさせる為に頑張っている園長先生に頭が下がり

ます。子ども達は幸せです。 

○体験農園として子ども達が土にふれ、野菜に触る等して収穫の喜びなど、食育として情

操教育として、将来大人になっても忘れぬ思い出になる事と思います。 

みどりアップ事業としても、今後も次世代を担う子ども達の為にも応援出来たら良いと思

いました。 

 

 

環境学習農園の視察 写真による活動の説明 
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○園に隣接していることが良い。小学校の学習では一学期に数回、訪れるだけになってし

まうのに比べて、作物が育つ過程がわかる。 

○雑草とりをはじめ、農園の管理には大きな労力がかかっていると思う。ボランティアなど、

多くの人が関わるとよいと思う。 

○園長先生はじめ、職員の方が熱心に手入れをされ、子どもたちへ自由な形で種まきから

見守り、また収穫にまで折々に時間を決めずに触れあわせているところが素晴らしいと

思いました。 

農家の方にも応援をお願いしているとのことでしたが、園長先生のご要望が適切な施肥

等について指導と伺いました。維持管理者へのサポートも声を聞き、配慮する必要があ

ると思いました。 

○園児が収穫した野菜を持って帰って家で食べられるということですが、自分の手で収穫

した野菜はより美味しく、野菜を食べるきっかけにもなりとてもいい食育になっていると思

います。 

○「市民が利用できる農園の仕組み」が様々なケースがあることを知りましたが、それぞれ

のニーズに合わせて、うまく利用できるといいと思います。 

○多くの面で、幼少期からの教育に関して緑や花、農産物等に触れ見聞きして行く事は大

変大事なことと思います。小学校等でも実施していますが、多くの教育現場等で色々な

取組を行っていくことは大事だと思います。 
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４ 施策ごとの評価・提案 

市民推進会議では、横浜みどりアップ計画の「市民とともに次世代につなぐ森を育む（「森を

育む」）」、「市民が身近に農を感じる場をつくる（「農を感じる」）」、「市民が実感できる緑や花を

つくる（「緑をつくる」）」の施策と、横浜みどりアップ計画を市民の皆さまに周知するための「広

報・ＰＲ」について、現地調査で活動団体などからいただいた意見も踏まえて、評価・提案を行

いました。 

なお、横浜みどりアップ計画で進めている事業・取組には、横浜みどり税の導入時に定めた

使途に沿って横浜みどり税を充当している事業・取組と、横浜みどり税を充当せずに進めてい

る事業・取組がありますが、市民推進会議では市民の皆さまが負担している横浜みどり税を充

当している事業・取組を中心に評価・提案を行いました。 

 ◆計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●：横浜みどり税を充当している事業・取組 
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2022 年度の取組状況について、これまでの取組状況とあわせて振り返ります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

特別緑地保全地区などの緑地保全制度による指定は、緑のネットワークの核となるまとま

りのある樹林地を中心に土地所有者へ働きかけを行い、2009 年度から 2021 年度の 13 年

間で約○○○ha、2022 年度は○○○ha 指定されました。 

緑地保全制度による指定の拡大が進んでいます 

◆各計画の柱のハイライト 

＜緑地保全制度による指定の状況＞

計画の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 

2023 年３月末現在 

 

 

 

 

 

作成中 
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野菜の収穫や果実のもぎとりなどを気軽に体験できる収穫体験農園、

区画割りされた農園で本格的な農作業が出来る認定市民菜園や農園付

公園など、様々な市民ニーズに合わせた農園の開設が進んでいます。 

農園の開設が進んでいます

計画の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる 

＜農園の開設状況＞ 

（2009 年度から 2022 年度の 14 年間） 

※（ ）内は 2022 年度新規開設・支援分 

●収穫体験農園 

●収穫体験農園 

●収穫体験農園 

●収穫体験農園  

●認定市⺠菜園 

●認定市⺠菜園 

2023 年３月末現在 

 

 

 

 

 

作成中 
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計画の柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

◆評価・提案の概要 

 

 

市内各地で様々な緑をつくる自主的な活動が行われ、2009 年度から

2021 年度の 13 年間で市内 55 地区において、魅力ある緑のまちづくりが

進んでおり、2022 年度は新たに○地区で緑化の取組が進みました。 

緑のまちづくりが進んでいます 

※横浜みどりアップ計画の詳細な実績については、「４か年(2019 年度～2022 年度)の事業・取組の評価・検

証」をご覧ください。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/midori-koen/midoriup/jigyou_houkoku.html 

＜地域緑のまちづくり実施地区一覧＞ 

○○地区（○○区） 

 
2023 年３月末現在 

 

 

 

 

 

作成中 

 

○○地区（○○区） 
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◆評価・提案の概要 

「計画の柱１：市民とともに次世代につなぐ森を育む」については、○○。 

 

「計画の柱２：市民が身近に農を感じる場をつくる」については、○○。 

 

「計画の柱３：市民が実感できる緑や花をつくる」については、○○。 

 

「効果的な広報の展開」については、○○。 
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（１）計画の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 

森（樹林地）の多様な機能や役割に配慮しながら、緑のネットワークの核となるまとまりのある

森を重点的に保全するとともに、保全した森を市民・事業者とともに育み、次世代に継承しま

す。 

施策１ 樹林地の確実な保全の推進  

事業① 緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り     

●事業概要（計画書から抜粋） 

 市内に残る樹林地の多くは民有地であり、まとまりのある樹林地を保全して次世代に引き継

ぐためには、土地を所有する方が、できるだけ持ち続けられるよう支援することが必要です。そ

こで、緑地保全制度に基づく指定により土地所有者へ優遇措置を講じることで、樹林地を保

全します。 

 また、土地所有者の不測の事態等による、樹林地の買入れ申し出に対応します。 

●実績 

項目 
2022 年度 ４か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り 

緑地保全制度による新規指定 60ha 31.9ha 108.0ha  300ha 

土地所有者の不測の事態等による

土地の買取り 
（想定）22.9ha 19.6ha 57.7ha （想定）113ha 

 保全した樹林地の整備 推進 86 か所 227 か所 推進 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑地保全制度により買入れた緑地 

（泉区和泉町早稲田特別緑地保全地区） 

特別緑地保全地区に新規指定された緑地 

（旭区中希望が丘特別緑地保全地区） 

みどり税 

 

推進中 

 

 

 

2022 年度の写真に更新します。 
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◆施策１についての評価・提案 

 

 

市担当者からのコメント（環境創造局緑地保全推進課） 

 みどりアップ計画の第３期に入り、制度指定のメリットを土地所有者の皆様にお伝えしな

がら、さらなる樹林地指定に取組みました。しかしながら、新型コロナウイルスの感染拡

大防止等の影響もあり、指定面積は、2019 年度の 47.2ha に対し、2020 年度 28.9ha、

2021 年度 31.9ha、３か年合計では 108ha と目標を下回る結果となりました。また、３年間

に新規指定した緑地１か所あたりの面積は 0.51ha と、前期みどりアップ計画期間（2014

～2018 年度）の 0.72ha に比べ、小規模化しています。 

 都市計画により永続的に緑地を保全する特別緑地保全地区（近郊緑地特別緑地保全

地区を含む）は、３年間で新規に９か所を指定し、20 か所を拡張しました。 

 一方、樹林地の買取りが進み市の管理地が増えるなか、特別緑地保全地区等の新たな

指定にあたっては、傾斜地など地形の状況や接道などの周辺状況を踏まえ、適切な整

備や維持管理が行える区域とすることが必要です。区域設定の調整や課題の検討には

時間を要しますが、今後もまとまりのある貴重な樹林地を保全するため、粘り強く事業を

進めていきます。 

 

 

 

2022 年度のコメントに更新します。 

 

 

「森を育む」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 
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 施策２ 良好な森を育成する取組の推進  

事業② 良好な森の育成 

●事業概要（計画書から抜粋） 

生物多様性の保全、快適性の確保、良好な景観形成、防災・減災など、森に期待される多

様な機能が発揮できるように、利用者や樹林地周辺の安全にも配慮し、愛護会や森づくりボラ

ンティア、企業等様々な主体と連携しながら、良好な森づくりを進めます。 

また、樹林地を所有する方が、できるだけ樹林地として持ち続けられるよう、緑地保全制度

による指定地における維持管理の負担を軽減するための支援を行います。 

●実績 

項目 
2022 年度 ４か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 森の多様な機能に着目した森づくりの推進 

森の維持管理 推進 
保全管理計画の策定：４か所 

維持管理：201 か所 

保全管理計画の策定：14 か所 

維持管理：576 か所 
推進 

取組（２） 指定した樹林地における維持管理の支援 

維持管理の助成 100 件 130 件 414 件 500 件 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどり税 

保全管理計画の策定 （旭区鶴ケ峰ふれあいの樹林） 

計画検討会の様子 

森づくりガイドライン等を活用した維持管理 

（泉区 古橋市民の森） 

維持管理の助成 

（緑区） 

作業前 作業後 

推進中 

推進中 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度の写真に更新します。 
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事業③ 森を育む人材の育成 

●事業概要（計画書から抜粋） 

市民や事業者と市の協働により森を育む取組を進めるため、森づくり活動に取り組む市民

や団体を対象に、活動のための知識や技術に関する研修を実施し、森を育む「人」を育てま

す。また、森づくり活動を行う団体を対象に、活動に必要な支援を行います。 

●実績 

項目 
2022 年度 ４か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 森づくりを担う人材の育成 

森づくりを担う人材の育成 推進 
研修の実施：11 回 

体験会の開催：10 回 

研修の実施：38 回 

体験会の開催：24 回 
推進 

広報誌等での森づくり活動

に関する情報発信 
４回 ４回 12 回 20 回 

取組（２） 森づくり活動団体への支援 

森づくり活動団体への支援 30 団体 36 団体 99 団体 150 団体 

森づくり活動団体への専門

家派遣 
４回 ４回 12 回 20 回 

チッパーの貸出し 推進 ６か所 28 か所 推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどり税 

森づくりを担う人材育成  
森づくり体験会（親子編）の様子 

（寺家ふるさとの森） 
 

森づくりを担う人材育成  
森づくり体験会（継続編）の様子 

（上川井市民の森） 

森づくりを担う人材育成 
アドバイザー派遣 

（中田宮の台市民の森愛護会） 

 
 

推進中 

 
 

推進中 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度の写真に更新します。 
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◆施策２についての評価・提案 

 

市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 樹林地管理においては、特に樹林地外周部の斜面で、災害予防を目的とした剪定や

伐採などを行いました。その意義や効果については、多くの方々にご理解をいただける

ようになってきたと感じています。市民の森やまとまった樹林のある公園等において保

全管理計画の策定が進み、計画的な管理についても、愛護会とも連携しながら進め、

多様な環境が形成され多くの生き物が確認でき、樹林地外周部の斜面では豪雨時の

土砂流出が抑制されました。今後も作業成果の検証を行いながら、生物多様性や安全

性など森の機能を高める管理を着実に進めていきたいと考えています。 

 樹林地維持管理助成事業は、2020 年度に比べると申請件数はやや減ったものの、

傾向としては依然増加傾向にあります。今後も台風などの災害から樹林地を守ってい

くための一助として、土地所有者の方にこの助成の活用を呼びかけ、計画的な維持管

理をしていただくことで、樹林地における防災・減災を図っていきたいと考えています。 

 「よこはまの森ニュースレター」では研修や支援制度の紹介、愛護会や森づくり活動団

体の活動紹介のほか、森づくり活動に必要な安全管理の知識や、森づくり体験会を実

施した樹林地の林床にどんな変化がもたらされたのかなどの情報提供を行っていま

す。森づくり活動団体やボランティアの皆さんの活動内容や楽しみの幅が拡がるような

記事を掲載していきたいと考えています。 

 

 

 

2022 年度のコメントに更新します。 

 
 

「森を育む」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 
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施策３ 森と市民とをつなげる取組の推進  

事業④ 市民が森に関わるきっかけづくり 

●事業概要（計画書から抜粋） 

横浜の森について理解を深め、さらには行動につなげるため、森に関するイベントや講座

の開催により、市民が森に関わるきっかけを提供します。また、市内５か所にあるウェルカムセ

ンターの活用などにより、情報発信等に取り組みます。 

●実績 

項目 
2022 年度 ４か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 森の楽しみづくり 

市内大学や関係団体などと連携し

たイベントや、区主催による地域の

森でのイベントの実施 

36 回 42 回 
15１回 

180 回 

取組（２） 森に関する情報発信 

ウェルカムセンター周辺の緑を活用

したイベント等 
10 回 10 回 

26 回 
50 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどり税 

 

   

・よこはま森の楽校              

・森の中のプレイパーク（中止）      

・クラフト教室         

・自然教室（昆虫観察会）    など 

よこはま森の楽校の様子（Zoom にて開催・送付したゲーム） 
（都筑区東京都市大学北村研究室） 

2022 年度 
～森の楽しみづくり イベントの内容 ～ 

よこはま森の楽校の様子 
（緑区東洋英和女学院大学） 

 
推進中 

推進中 
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インタープリター養成講座の様子 

 

 
市内に残るみどりの大切さを

広く知っていただくため、横浜

の森の魅力や役割を、単なる

情報提供だけではなく、直接体

験や教材を通して、効果的に伝

える技術や知識を学ぶ講座で

す。 

インタープリター養成講座 
について 

ウェルカムセンターイベント 
「旬の里山探訪」の様子 

（緑区にいはる里山交流センター） 

ウェルカムセンターイベント 
「ヤゴ観察会」の様子 

（保土ケ谷区環境活動支援センター） 
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◆施策３についての評価・提案 

 

 

 

 

 

 

 

 
「森を育む」施策を検討する部会 部会長コメント 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

望月 正光  

 

市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 森の楽しみづくりとして、市内各地にある樹林地や緑を活用した自然観察イベント等を

実施しました。森の楽校のキャンパスイベントについては、感染症の状況に応じて、対

面による体験型とオンラインによる WEB 参加型の両方で各大学が実施しました。市内

小学生を対象に図書館及び公園で実施したイベント（森の中のプレイパーク）は、感染

状況が悪化したことから、令和３年度は実施することができませんでした。市民の森や

ふれあいの樹林などの自然観察や散策のできる樹林地が市内には数多くあることを紹

介し、樹林地で過ごす時間の魅力を感じる機会を提供しました。 

 コロナ禍での生活様式の変化から、憩いの場としての市民の樹林地に対する関心は高

まっており、これまで関心の無かった方にも樹林地を訪れてもらう機会が増えました。こ

の機会を捉えて、森の楽しみ方を伝え、「横浜の森ファン」を増やすことで、利用マナー

や、みどりアップ計画への理解や協力を得ていきたいと考えています。 

 しかしながら、感染症の拡大状況によっては、準備を進めたイベントであっても中止の

判断をせざるを得ない場面もあり、３年前とはイベントを取り巻く状況は様変わりしてい

ます。森の魅力については、現場での体験があってこそ実感できると考えますが、体験

が無くても伝わる、響く情報発信が何かを考えていかなければならないと思います。 

 

 

 

 

 

 

2022 年度のコメントに更新します。 

 
 

「森を育む」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 



- 29 - 
 

（2）計画の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる 

良好な景観形成や生物多様性の保全など、農地が持つ環境面での機能や役割に着目し

た取組、地産地消や農体験の場の創出など、市民と農の関わりを深める取組を展開します。 

 

施策１ 農に親しむ取組の推進  

事業① 良好な農景観の保全   

●事業概要（計画書から抜粋） 

 農地は良好な農景観の形成や生物多様性の保全、雨水の貯留・かん養機能など多様な機

能を有しており、横浜に残る農地や農業がつくりだす「農」の景観は多様です。農業専用地区

に代表される、集団的な農地から構成される広がりのある景観や、樹林地と田や畑が一体とな

った谷戸景観などが、地域の農景観として多くの市民に親しまれてきました。この農景観を次

世代に継承するため、横浜に残る貴重な水田景観を保全する取組や、意欲ある農家や法人

などにより農地を維持する取組を支援します。 

●実績 

項目 
2022 年度 ４か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 水田の保全 

水田保全面積 125ha 112.2ha 112.2ha 125ha 

水源・水路の確保 2 か所 2 か所 7 か所 10 か所 

取組（２） 特定農業用施設保全契約の締結  

特定農業用施設保全契約の締結 制度運用 17 件 75 件 制度運用 

取組（３） 農景観を良好に維持する活動の支援 

まとまりのある農

地を良好に維持す

る団体の活動への

支援 

集団農地維持面積 705ha 679.0ha 679.0ha 730ha 

農地縁辺部への植栽 11 件 18 件 48 件 55 件 

井戸の改修 １地区 ２地区 ８地区 ５地区 

土砂流出防止対策 ３件 ２件 11 件 15 件 

周辺環境に配慮し

た活動への支援 

牧草等による環境対策 4ha 5.87ha 14.48ha 20ha 

たい肥化設備等の支援 ５件 ２件 ８件 25 件 

取組（４） 多様な主体による農地の利用促進 

遊休農地の復元支援 0.3ha 0.26ha 1.38ha 1.5ha 

 

 

みどり税 

 
 
 
 
 
 

推進中 
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土砂流出防止対策を実施した農地 

（都筑区東方町） 

まとまりのある農地への景観植物の植栽 
（緑区北八朔恵みの里） 

水田の用水路の更新（青葉区恩田町） 保全された水田（戸塚区東俣野町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度の写真に更新します。 
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事業② 農とふれあう場づくり 

●事業概要（計画書から抜粋） 

食と農への関心や、農とのふれあいを求める市民の声の高まりに応えるため、収穫体験から

本格的な農作業まで、様々な市民ニーズに合わせた農園の開設や整備を市内各地で進めま

す。 

また、市民と農との交流拠点である横浜ふるさと村や恵みの里を中心に、市民が農とふれあ

う機会の提供や、農家への援農活動を支援します。 

●実績 

項目 
2022 年度 ４か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 様々な市民ニーズに合わせた農園の開設 

様々な市民ニーズに合わせた農園の開設 4ha 4.59ha 12.5ha 22.8ha 

 

うち 収穫体験農園の開設支援 1.5ha (3.99ha) (8.92ha) (7.5ha) 

うち 市民農園の開設支援（栽培収穫体験 

ファーム・環境学習農園・認定市民菜園） 
2.00ha (0.60ha) (3.03ha) (10ha) 

うち 農園付公園の整備 
0ha 

(0ha)  

（着手済 4.4ha） 

(0.55ha) 

（着手済 4.4ha） (5.3ha) 

取組（２） 市民が農を楽しみ支援する取組の推進 

横浜ふるさと村、恵みの里等で農体験教室など

の実施 
90 回 86 回 227 回 450 回 

市民農業大学講座の開催（１年次の講座回数） 20 回 20 回 40 回 100 回 

家族で学ぶ農体験講座の開催 ６回 ５回 17 回 30 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどり税 

開設支援した収穫体験農園 
（戸塚区平戸町） 

開設支援した認定市民菜園 
（青葉区田奈町） 

開設した農園付公園（2019 年度） 
（瀬谷区阿久和東二丁目） 

 
 
 
 

推進中 
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市担当者からのコメント（環境創造局農政推進課・みどりアップ推進課・環境活動支援センター） 

 水田保全に関する事業では、保全期間10年が満了した土地所有者に更新手続きをお願いし

ていますが、高齢化が進み、10年後の耕作状況まで見通せないと更新を辞退される方が増え

ていて、目標の達成に困難を感じています。一方、水稲を作付していながら申し出いただいて

いない土地所有者も少数ながらいらっしゃるため、個別に事業の趣旨を説明するなど粘り強く

働きかけ、新規に1.1haを保全することができました。 

 市民農園の事業では、小中学校の児童が農家の指導により農作業を体験できる環境学習農

園において、新型コロナウイルス感染症対策による学校の休校措置やイベントの人数制限対

応などにより、園主から「児童への指導を例年通りに実施することができず苦労している」など

の意見や相談が数多く寄せられました。感染拡大防止対策なども工夫して取り入れながら、

多くの学校等で体験が行われました。 

 農園付公園は、現在3か所の予定地において開園に向けて整備を進めています。2020年4月

1日に公開した阿久和富士見小金台公園では、指定管理者による利用者向けの野菜の育て

方指導や、協働農園を活用した収穫体験イベント等が開催されています。 

 ふるさと村や恵みの里で実施を予定していた農体験イベントは、新型コロナウイルス感染症

の影響で 2020 年はその多くが中止されましたが、2021 年度は感染症対策を取りながら、多く

のイベントを開催することができました。 

 コロナ禍の中、恵みの里が実施する収穫体験などのイベントに対して、例年を上回る申込み

があったことや、市民農園の利用に関する問合せの増加など、生活様式の変化に伴い、横浜

の農業への関心や農体験のニーズが高まっていることを実感しています。 

 家族で学ぶ農体験講座では、小学生が家族と一緒に作物の植え付けから収穫までの様々な

農作業を体験するなど、楽しみながら農と触れ合う機会を提供しました。2020 年からは班分け

や時間差での作業で密状態を防ぐなど感染症の対策を行いながら、種まきから収穫に至るま

での体験の取組を進めました。参加者からは「農業、自然への興味が増した」、「スーパーや

食卓に並ぶ野菜を見て、学んだことについて家族で話すようになった」などの感想がありまし

た。 

家族で学ぶ農体験講座 
（保土ケ谷区環境活動支援センター） 

恵みの里の農体験教室 
（緑区北八朔町） 

 

 

 

 

2022 年度の写真に更新します。 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度のコメントに更新します。 
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◆施策１についての評価・提案 

 

 

 
 

「農を感じる」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 
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施策２ 地産地消の推進  

事業③ 身近に農を感じる地産地消の推進 

●事業概要（計画書から抜粋） 

身近に市内産農畜産物や加工品を買える場や機会があることへの市民ニーズは高く、地域

で生産されたものを地域で消費する地産地消の取組は、身近に農を感じ、横浜の農への理解

を深めるきっかけにもなります。 

そこで、「横浜農場※の展開」による地産地消を推進するため、地域でとれた農畜産物など

を販売する直売所等の整備・運営支援や、市内で生産される苗木や花苗を配布するなどの取

組を進めます。あわせて、地産地消に関わる情報の発信など、PR活動を推進します。 

※横浜農場：食や農に関わる多様な人たち、農畜産物、農景観など、横浜らしい農業全体を農場と見立てた言葉 

●実績 

項目 
2022 年度 ４か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 地産地消にふれる機会の拡大 

直売所・青空市等の支援 57 件 49 件 133 件 285 件 

緑化用苗木の配布 25,000 本 22,505 本 73,232 本 125,000 本 

情報誌などの発行 ６回 ６回 18 回 30 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

野菜の自動販売機（青葉区） 

はまふぅどナビ第 59 号 

緑化用苗木の配布（中区） 

杉田野菜直売所(磯子区) 

推進中 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度の写真に更新します。 
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事業④ 市民や企業と連携した地産地消の展開 

●事業概要（計画書から抜粋） 

 市内産農畜産物を食材として活用し、加工販売したいと考える企業や、横浜の農業の魅力

を伝える活動を行う野菜ソムリエや料理人などが増え、市民や企業、学校など農業関係者以

外の主体が地産地消の取組を実施する活動が広がっています。この動きをさらに拡大するた

め、市民の「食」と、農地や農畜産物といった「農」をつなぐ「はまふぅどコンシェルジュ」などの

地産地消に関わる人材の育成やネットワークの強化を図り、「農のプラットフォーム」を充実す

るとともに、農と市民・企業等が連携した「横浜農場の展開」を推進します。 

●実績 

項目 
2022 年度 ４か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 地産地消を広げる人材の育成 

はまふぅどコンシェルジュの活動支援等 30 件 32 件 87 件 150 件 

地産地消ネットワーク交流会の開催 1 回 1 回 3 回 5 回 

取組（２） 市民や企業等との連携 

市民や企業等との連携 10 件 13 件 41 件 50 件 

ビジネス創出支援 4 件 5 件 8 件 16 件 

学校給食での市内産農産物の一斉供給 推進 311 校 954 校 推進 

料理コンクールの開催 1 回 1 回 3 回 5 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地産地消ネットワーク交流会の開催 
（食と農のフォーラム） 

企業等との連携による地産地消の推進 
（横浜 FC ホームゲームにおける地産地消イベントの開催） はま菜ちゃん料理コンクール 

入選作品レシピ集 

はまふぅどコンシェルジュ活動支援 
（マルシェの開催） 

 
 
 

推進中 

 

 

 

 

 

2022 年度の写真に更新します。 
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0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆施策２についての評価・提案  

市担当者からのコメント（環境創造局農業振興課） 

 直売所等の支援として、自動販売機や冷蔵ショーケースの導入等に補助を行いました。

また、市民ニーズに応えるため、感染症対策を取りながら、市内各地で青空市やマルシ

ェを開催している団体等に PR 資材やアルコール消毒液等を配付しました。より多くの市

民が身近に地産地消を暮らしの中に取り入れてもらえるよう、こうした青空市やマルシェ

を継続的に支援していくことが必要だと思います。 

 令和３年度は、横浜FCとの連携による横浜FCホームゲームにおける地産地消イベント

の実施や、ＣＤＡ合同会社※と連携した市庁舎北プラザでの地産地消キッチンカー継続出

店など、新たな地産地消の取組を企業等との連携により実現することができました。その

他、マルシェを開催するイベント事業者やメディア関係等からも地産地消に関する相談・

問合せが寄せられており、コロナ禍で市民生活に身近な「地産地消」への関心が高まっ

ていることが感じられました。こうした企業等のニーズをとらえ、様々な主体と連携して、

より多くの方に横浜で営まれている農の魅力を感じていただけるよう、取組を進めていき

ます。 

 ※CDA合同会社…関東圏のオフィス街やイベントなどに出店するキッチンカーグループ 

 地産地消ビジネス創出支援事業では、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、講座

をオンラインでも実施するなど、柔軟な対応により円滑に事業を進めることができました。

また、事業開始にかかる初期費用の補助や専門家による相談対応により、中小企業等

が、食育や６次産業化などにつながる新たな地産地消ビジネスに取り組みました。コロナ

による経済的影響が長引く中、飲食業等の事業者が新たな事業に取り組む際に「地産

地消」に注目するケースも増えているように感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度のコメントに更新します。 

 
 

「農を感じる」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 
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「農を感じる」施策を検討する部会 部会長コメント 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

内海 宏  
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（3）計画の柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる 

街の魅力を高め、賑わいづくりにつながる緑や花、街路樹などの緑の創出に、緑のネットワ

ーク形成も念頭において取り組みます。また、地域で緑を創出・継承する市民や事業者の取

組を支援します。 

施策１ 市民が実感できる緑をつくり、育む取組の推進  

事業① まちなかでの緑の創出・育成 

●事業概要（計画書から抜粋） 

多くの市民の目にふれる場所での緑化や目にする機会の多い街路樹を良好に育成するた

めの取組、地域で古くから親しまれている名木古木の保存など、市民が実感でき、生物多様

性の保全に寄与し、地域の良好な景観形成や賑わい創出につながる緑の創出・育成を推進

します。 

●実績 

項目 
2022 年度 ４か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 公共施設・公有地での緑の創出・育成 

緑の創出 7 か所 5 か所 21 か所 36 か所 

緑の維持管理 推進 47 か所 160 か所 推進 

取組（２） 街路樹による良好な景観の創出・育成  

並木の再生 2 路線 

４路線 

（１路線完了・   

３路線整備中） 

９路線 

（６路線完了・  

３路線整備中） 

10 路線 

空き桝の補植 推進 
高木 29 本 

低木 788 本 

高木 209 本 

低木 2,757 本 
推進 

良好な維持管理 18 区で推進 16,993 本（18 区で実施） 53,131 本（18 区で実施） 18 区で推進 

取組（３） シンボル的な緑の創出・育成 

公有地化による

シンボル的な緑

の創出・管理 

推進 

緑の創出：１か所 

（整備中 １か所） 

緑の管理：２か所 

緑の創出：２か所 

（整備完了 １か所 

 整備中 １か所） 

緑の管理：６か所 

推進 

（想定箇所：継続２か

所、新規２か所） 

公開性のある緑

空間の創出支援 
推進 １か所 ４か所 

推進 

（想定箇所：10 か所） 

取組（４） 建築緑化保全契約の締結 

建築物緑化保全

契約の締結 
制度運用 ２件 52 件 制度運用 

取組（５） 名木古木の保存 

名木古木の保存 推進 
新規指定：11 本 

維持管理助成：82 件 

新規指定：66 本 

維持管理助成：194 件 
推進 

 

みどり税 

推進中 

 
 

推進中 

推進中 

推進中 

 

推進中 
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市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 街路樹における良好な維持管理では、対象の街路樹路線を選定し、樹木の目標樹形を

決め、計画的な剪定を行うことで、限られた道路空間の中でも形が整った美しい並木を作

る取り組みが進み、緑陰の確保や街中の景観の向上につながっています。 

 公有地化によるシンボル的な緑の創出では、１公園（六角橋四丁目公園）が開園しまし

た。また、これまでに本事業で整備した緑化地では良好な芝生を育成するための、質の

高い維持管理を行っています。これにより、多くの市民の目にふれる場所での貴重な緑の

創出・育成が進んでいます。引き続き、緑の少ない市街地においてまとまりのある緑化用

地を確保していく必要があります。 

 名木古木の保存事業では、82本の樹木に対して維持管理助成を行い、樹木所有者の

負担を軽減しました。また、今年度は新たに11本の樹木を名木古木に指定し、保存

されることで都市の美観風致の維持に寄与しました。利用者からは「古木の維持管理

には費用がかかり、助成金があることで維持を継続できている」という声もあり、需要も高

いため、助成を必要とする利用者に偏りなく支援できるよう、樹木診断や維持管理等に係

る助成金について、助成メニューの適切な活用を促進することが重要です。 

名木古木の新規指定（都筑区）   公開性のある緑空間の創出支援      
（港南区） 

公有地化によるシンボル的な緑の創出
（神奈川区六角橋四丁目公園） 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度の写真に更新します。 

 

 

 

2022 年度のコメントに更新します。 
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◆施策１についての評価・提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

「緑をつくる」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 
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施策２ 緑や花に親しむ取組の推進   

事業② 市民や企業と連携した緑のまちづくり 

●事業概要（計画書から抜粋） 

緑あふれる魅力的な街をつくるためには、市民や企業と連携した取組が不可欠です。地域

が主体となり、地域にふさわしい緑を創出する取組など、緑の創出・育成に積極的に取り組む

市民や企業を支援し、市民の生活の身近な場所で、緑や花に親しむきっかけづくりを推進し

ます。 

また、第33回全国都市緑化よこはまフェアなど、これまで多くの市民や企業の協力で展開さ

れた各区での緑や花に親しむ取組を、引き続き推進します。 

 

●実績 

項目 
2022 年度 ４か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 地域緑のまちづくり 

地域緑のまちづくり 新規６地区 新規７地区 新規 15 地区 新規 30 地区 

取組（２） 地域に根差した緑や花の楽しみづくり 

緑や花を身近に感じる各

区の取組 
18 区で推進 18 区で推進 

18 区で推進 
18 区で推進 

地域の花いっぱいにつな

がる取組 
推進 推進 推進 推進 

取組（３） 人生記念樹の配布 

人生記念樹の配布 8,000 本 7,423 本 20,110 本 40,000 本配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどり税 

緑化活動（花壇の花植え） 
（港北区綱島西地区） 
【地域緑のまちづくり】 

創出された民有地の緑化 
（金沢区六浦台地区） 
【地域緑のまちづくり】 

推進中 

 
 
 

推進中 

 

 

 

 

 

2022 年度の写真に更新します。 
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事業③ 子どもを育む空間での緑の創出・育成 

●事業概要（計画書から抜粋） 

次世代を担う子どもたちが緑と親しみ、感性豊かに成長できるよう、子どもが多くの時間を過

ごす保育園、幼稚園、小中学校を対象に、施設ごとのニーズに合わせた多様な緑の創出・育

成を進めます。緑の創出にあたっては、子どもたちと生き物とのふれあいが生まれるような空間

づくりに取り組みます。 

 

●実績 

項目 
2022 年度 ４か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 保育園・幼稚園・小中学校での緑の創出・育成 

緑の創出 20 か所 47 か所 131 か所 100 か所 

緑の維持管理 推進 102 か所 337 か所 推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどり税 

園庭の芝生化 
（青葉区荏田北保育園） 

保育園でのビオトープ整備 
（港北区港北保育園） 

校庭・園庭芝生の育て方講座 
（保土ケ谷区保土ケ谷公園） 

校庭芝生の維持管理 
（青葉区鉄小学校） 

推進中 

 

 

 

 

 

2022 年度の写真に更新します。 
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事業④ 緑や花による魅力・賑わいの創出・育成 

●事業概要（計画書から抜粋） 

第33回全国都市緑化よこはまフェアには、多くの人が訪れ、緑や花が人を呼び込み、街の

賑わいを創出しました。多くの市民が時間を過ごし、国内外から多くの観光客が訪れるエリア

である都心臨海部などにおいて、これらの取組を継承し、公共空間を中心に緑や花による空

間演出や質の高い維持管理を集中的に展開し、街の魅力や回遊性の向上・賑わいづくりに

つなげます。 

●実績 

項目 
2022 年度 ４か年の 

実績 

５か年の 

目標 目標 実績 

取組（１） 都心臨海部等の緑花※による魅力ある空間づくり 

緑花による空間づくり

と維持管理 
推進 14 か所 

15 か所 
推進 

※緑花（りょくか）とは・・・樹木や芝生などの「緑」と四季折々の彩（いろどり）としての「花」を

組み合わせて植栽することで、街の魅力形成や賑わいづくりを行うものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

みどり税 

緑花の維持管理 
（中区山下公園） 

花の名所づくり 
（港南区久良岐公園） 

主要な駅前での緑化 
（港北区新横浜周辺） 

緑花の維持管理 
（中区新港中央広場） 

集計中 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度の写真に更新します。 
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◆施策２についての評価・提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 地域緑のまちづくり事業では、新型コロナウイルス感染症に対応するため、地域団体の

活動が難しい状況を鑑みて、提案団体への個別事業説明を実施しました。提案団体に

は、地域緑化計画策定に向けた支援を行い、2021年度は７団体が選考を通過しました。

市民生活に身近な多くの地区で、こうした緑のまちづくりの機運が高まっていると感じて

います。また、協定締結期間が終了する団体からも、活動をきっかけとして地域に緑や

花が増えたという喜びの声や、まちなかの緑化を通じてこれまで交流のなかった高齢者

と子どもなど、地域での新しいつながりが生まれたなどの声が寄せられました。一方で、

協定期間終了後に助成がなくなることで、活動規模が縮小する団体もあるため、外郭団

体の事業も含め、活用可能な支援を案内し、つないでいくことも重要です。 

 子どもを育む空間での緑の創出・育成では、保育園や小学校等で園庭・校庭の芝生化

を進めています。青々とした芝生に寝転がったり、側転などの運動をしたり、子どもたち

が芝生ならではの過ごし方をしています。またビオトープや花壇づくりを通して、生きもの

に触れる機会が増えています。学校では生活科や総合学習などでも効果的に活用され

ています。 

 緑花による空間づくりにより、山下公園や港の見える丘公園、日本大通りなど、都心臨

海部等で、緑や花による街の魅力や賑わいづくりを進めています。また都心臨海部に加

え里山ガーデンなど、ガーデンネックレス横浜として市内外へ発信し多くの市民や来街

者に楽しんでいただくことができました。18区での取組などと合わせて、ガーデンシティ

横浜の魅力を伝える取組を続けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度のコメントに更新します。 

 
 

「緑をつくる」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 
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「緑をつくる」施策を検討する部会 部会長コメント 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

池邊 このみ 
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（４）効果的な広報の展開  

事業① 市民の理解を広げる広報の展開 

●事業概要（計画書から抜粋） 

取組の内容や実績について、より多くの市民・事業者に理解されるとともに、緑を楽しみ、緑

に関わる活動に参加していただけるよう、戦略的な広報を展開します。 

●実績 

目標 2022 年度実績 ４か年実績 

広報よこはま等の広報紙へ

の記事掲載 

・市版：３件（９月、10 月、３月号） 

・区版：９件 

（西区版 10 月号、旭区版４月号、 

緑区版５月号、都筑区版５月号、１月号、 

戸塚区版 11 月号、３月号、 

瀬谷区版５月号、10 月号） 

・季刊誌みどり １件 

・かんきょう横浜 ３件 

・こどもタウンニュース（11 月） 

・市版：のべ 10 件 

・区版：のべ 26 件 

・その他広報紙：のべ９件 

実績リーフレット作成、自治

会・町内会への説明や回覧 

・市連会、区連会での実績報告（10 月） 

・実績リーフレット等の単位自治会・町内

会長配布（10 月） 

・実績リーフレット等の区役所やＰＲボック

スでの配架（10 月） 

・市連会、区連会での実績報告 

・町内会等での回覧 

・実績リーフレット等の単位自治会・

町内会長配布 

・実績リーフレット等の区役所やPRボ

ックスでの配架 

広告、動画等の各種メディ

アを活用したＰＲ 

・PR 動画の制作（２件）、 

・横浜市役所アトリウム及び 18 区役所等

で動画放映（４月～３月） 

・交通広告の動画放映 

（６～７月、11 月） 

（JR 横浜線、市営地下鉄（ブルーライン・

グリーンライン）、市営バス（３営業所）） 

・YouTube 動画掲載：６件 

・地域情報 web への記事掲載（11 月） 

・日産スタジアムへの PR 看板の掲出 

・横断幕の掲出（動物園、水再生センタ

ー、ウェルカムセンター等） 

 

 

・横浜市役所アトリウム及び横浜市役

所デジタルサイネージ動画放映 

・18 区役所で動画放映 

・交通広告の掲載（市営地下鉄ブル

ーライン・グリーンライン・JR 横浜

線・市営バス３営業所、京浜急行電

鉄、東急東横線、相鉄線、みなとみ

らい線） 

・YouTube 動画掲載 

・地域情報 web への記事掲載 

・市営バス・公用車等への PR 用ステ

ッカーの貼付掲載 

・日産スタジアムへの PR 看板の掲出 

・横断幕の掲出（動物園、水再生セン

ター、ウェルカムセンター等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

推進中 
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ホームページの充実 ・制度やイベントの募集案内（毎月） 

・イベントや体験スポット紹介、制度紹介

ページの新設（９月） 

・実績報告書掲載（10月） 

・計画関連動画の掲載（11月） 

・市ホームページの更新（実績報告

書、計画関連動画の掲載等） 

メールマガジンやソーシャル

メディア等による情報発信 

・「横浜みどりアップ計画メールマガジン」の発行（毎月） 

・ツイッターの発信（横浜 GO GREEN @yokohama_kankyo） 

緑に関するイベントでのＰＲ ・スプリングフェア（４月） 

・春の里山ガーデン（３～５月） 

・農と緑の感謝デー（11月） 

・イベントブース出展：のべ11回 

取組に基づいて実施したこ

とを示す現地表示（プレー

ト） 

・約1,300枚の公園花壇への現地表示プ

レートの設置（３月～） 

・都心部の公園花壇・里山花壇への現地

表示プレートの設置（３月） 

・取組実施箇所での現地表示看板の

設置 

・工事看板への表示 

・市民・ふれあいの樹林の案内板へ

のロゴステッカーの掲示 

  ※市民推進会議による広報企画としては、広報誌「Yokohama みどりアップ Action」第７号、第８号

及び「森づくり体験会」の案内チラシを発行（詳細は●頁「③広報・見える化部会」参照） 

 
 
 
 

推進中 
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ｖ 

こどもタウンニュース 

 （令和３年 11 月発行） 

 
 

広報よこはまへの取組実績の記事掲載 
（市版 10 月号) 

市営バス車内での動画放映 

公園花壇での現地表示プレートの設置 

（港北区小机町第二公園） 

PR 動画を活用した広報 

（横浜市役所アトリウム） 

ガーデンネックレス横浜と連携した現地表示板 

（里山ガーデン） 

横浜みどりアップ葉っぴーが解説する 

計画紹介アニメーション 
農と緑の感謝デー（令和３年 11 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度の写真に更新します。 
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Q.「横浜みどりアップ計画」をご存知ですか？ 

計画を知っている割合は 40％前後で推移。 

2021 年度は、41.0%が知っていると回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画を知っている割合は、高年層で高く、若年層で低い傾向が続いている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

(689⼈)、45.8%

(656⼈)、39.8%

(642⼈)、41.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

R01

R02

R03

市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課）  

 横浜みどりアップ計画の実績については、リーフレットを作成し自治会・町内会へ説明

を行うほか、広報よこはま市版に記事掲載を行い、広く市民へ実績が伝わるよう努めま

した。 

 また、マスコットキャラクターが計画を解説するアニメーション動画を制作し、YouTube

への掲載や、緑や花が美しく育っているイメージ動画を横浜市役所アトリウムで放映し

たほか、18 区役所や庁舎内のデジタルサイネージ、電車やバスの車内広告で放映を行

い、映像による横浜みどりアップ計画の取組成果をＰＲしました。 

 公園愛護会の皆さんが植えた球根ミックス花壇に市内約 1,300 枚の現地表示プレート

を設置するとともに、横浜みどりアップ計画の取組がより多くの方の目に留まるよう、

SNS やホームページなどを強化していくなど、多様な手法による広報を進めています。 

令和３年度「横浜みどりアップ計画認知度調査」の調査結果より 

知っている 

※「知っている」は、「取組内容を知っている」、「あることを知っている」、「名称を見たことや聞いたことがある」の計 

(89⼈)、35.2%

(83⼈)、26.7%

(72⼈)、25.7%

(163⼈)、64.4%

(228⼈)、73.3%

(208⼈)、74.3%

1⼈)、 0.4%

(0⼈)、0.0%

(0⼈)、0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R01 20代30代

R02 20代30代

R03 20代30代

(351⼈)、53.8%

(311⼈)、43.6%

(332⼈)、48.5%

(295⼈)、45.2%

(396⼈)、55.5%

(349⼈)、51.0%

(

(

(3⼈)、…

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R01 60代以上

R02 60代以上

R03 60代以上

知っている 知らなかった 無回答

(0 人)、0.0％ 

(0 人)、0.0％ 

(1 人)、0.4％ 

(3 人)、0.4％ 

(7 人)、1.0％ 

(6 人)、0.9％ 

計画を知っている割合（%） 

＜若年層＞ 

＜高年層＞ 

あなたは「横浜みどりアップ計画」をご存知ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度の資料に更新します。 

 

 

 

2022 年度のコメントに更新します。 
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◆施策についての評価・提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報・見える化部会 部会長コメント 

 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

高田 房枝  

 

 

広報・見える化部会で評価・提案内容を検討 
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５ 市民推進会議委員名簿 

 

横浜みどりアップ計画市民推進会議 名簿（2022 年 10 月時点） 

(50 音順・敬称略) 

役  職 氏  名 区  分 備  考 

 池島 祥文 学識経験者 横浜国立大学大学院 准教授 

 池邊 このみ 学識経験者 千葉大学大学院 園芸学研究科 教授 

 石原 信也 関係団体 横浜商工会議所 産業振興部長  

 今関 美津枝 関係団体 よこはま緑の推進団体連絡協議会 会長 

 岩本 誠 関係団体 三保市民の森愛護会 会長 

副座長 内海 宏 学識経験者 （株）地域計画研究所 代表取締役 

 奥井 奈都美 公募市民 

 小野 英明 関係団体 横浜農業協同組合 営農部長 

 国吉 純 公募市民 

座 長 進士 五十八 学識経験者 東京農業大学名誉教授・元学長 

 関根 宏一 関係団体 横浜市町内会連合会 幹事 

 高田 房枝 公募市民 

 高橋 秀忠 公募市民 

 野渡 リツ子 関係団体 横浜市南西部農業委員会 委員 

 村松 晶子 公募市民 

 望月 正光 学識経験者 関東学院常務理事、関東学院大学名誉教授 
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＜施策別専門部会 名簿＞ 

 

「森を育む」施策を検討する部会 名簿 

(50 音順・敬称略) 

役  職 氏  名 区  分 備  考 

 岩本 誠 関係団体 三保市民の森愛護会 会長 

 奥井 奈都美 公募市民  

 関根 宏一 関係団体 横浜市町内会連合会 幹事 

 高橋 秀忠 公募市民  

部会長 望月 正光 学識経験者 関東学院常務理事、関東学院大学名誉教授 

 

「農を感じる」施策を検討する部会 名簿 

(50 音順・敬称略) 

役  職 氏  名 区  分 備  考 

 池島 祥文 学識経験者 横浜国立大学大学院 准教授 

部会長 内海 宏 学識経験者 （株）地域計画研究所 代表取締役 

 小野 英明 関係団体 横浜農業協同組合 営農部長 

 野渡 リツ子 関係団体 横浜市南西部農業委員会 委員 

 村松 晶子 公募市民 

 

「緑をつくる」施策を検討する部会 名簿 

(50 音順・敬称略) 

役  職 氏  名 区  分 備  考 

部会長 池邊 このみ 学識経験者 千葉大学大学院 園芸学研究科 教授 

 石原 信也 関係団体 横浜商工会議所 産業振興部長  

 今関 美津枝 関係団体 よこはま緑の推進団体連絡協議会 会長 

 国吉 純 公募市民 

 高田 房枝 公募市民 
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広報・見える化部会 名簿 

(50 音順・敬称略) 

役  職 氏  名 区  分 備  考 

 奥井 奈都美 公募市民 

 国吉 純 公募市民 

部会長 高田 房枝 公募市民 

 高橋 秀忠 公募市民 

 村松 晶子 公募市民 

 望月 正光 学識経験者 関東学院常務理事、関東学院大学名誉教授 
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６ 市民推進会議委員からのコメント 

 市民推進会議の委員を務めてきたなかで感じたことや、生活の中で、緑について日

ごろ各委員が感じたことについて、委員の皆さまからもコメントをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員ごとにコメントをいただきます。 
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７ 市民推進会議広報誌 

「YokohamaみどりアップAction」 

 

 第１号（2019年11月発行）  

市民の森愛護会 

（緑区 鴨居原市民の森） 

 

 第２号（2020年２月発行） 

あぐりツアー 

（泉区 横山四季彩園） 

（瀬谷区 相澤良牧場/オーガスタミルクファーム） 

（瀬谷区 グリーンファーム あい菜フローラ店） 

 

 第３号（2021年２月発行） 

 オープンガーデン 

（港北区 園芸ボランティアみらい） 

 

 第４号（2021年３月発行） 

市民の森 

（緑区 長津田
な が つ た

宿
しゅく

市民の森） 

 

 第５号（2021年11月発行）  

農園付公園 

（泉区 岡津町ふれあい公園）  

 

 第６号（2022年２月発行） 

地域緑のまちづくり事業 

（西区 みなとみらい21新港地区運河パーク花時計） 

 

 第７号（2022年10月発行）  

市民農業大学講座 

（保土ケ谷区 環境活動支援センター）  

 

 第８号（2023年２月発行） 

森づくりボランティア入門講座 

（緑区 にいはる里山交流センター/新治市民の森） 

 

「森づくり体験会」の案内チラシ（2021年11月発行） 
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